櫻井本『夢想之連歌』訳注（二） by 伊藤 伸江 et al.
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櫻
井
本
『
夢
想
之
連
歌
』
訳
注
（
二
）
伊 
藤 
伸 
江
・
奥 
田 　
勲
　
宗
祇
の
句
集
『
宇
良
葉
』
に
は
、
集
の
末
尾
に
三
種
類
の
独
吟
百
韻
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
番
目
の
百
韻
で
あ
る
『
夢
想
之
連
歌
』
の
訳
注
を
試
み
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
百
韻
の
発
句
か
ら
第
十
九
句
ま
で
を
注
釈
す
る
。
本
稿
は
伊
藤
が
作
成
し
、
奥
田
と
の
検
討
会
議
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
【
凡
例
】
一
、
底
本
は
、
櫻
井
健
太
郎
氏
本
『
宇
良
葉
』
に
付
載
さ
れ
た
宗
祇
の
『
夢
想
之
連
歌
』
で
あ
る
。
対
校
本
は
次
の
諸
本
を
参
照
し
て
い
る
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
略
号
で
あ
る
）。「
櫻
井
本
『
夢
想
之
連
歌
』
訳
注
（
一
）」
に
諸
本
の
説
明
を
な
し
て
い
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
参
照
さ
れ
た
い
。
　
①
早　
早
大
伊
地
知
文
庫
『
古
連
歌
』
本
（
文
庫
20
／
26
）
　
②
書　
書
陵
部
『
古
連
歌
集
』
本
（
353
－
41
）
　
③
大　
大
阪
天
満
宮
『
名
家
連
歌
』
本
（
大
阪
天
満
宮
文
庫
69
－
25
－
1
）
　
④
夢　
東
大
国
文
学
研
究
室
蔵
本
（
中
世
12
－
7
－
2
）
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⑤
歴　
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
高
松
宮
旧
蔵
本
（
Ｈ
－
600
－
1486
ム
函
181
）
　
⑥
宗　
書
陵
部
『
宗
祇
独
吟
連
歌
』
本
（
154
・
515
）
　
⑦
北　
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
本
（
文
365
）
　
⑧
東　
東
大
国
文
学
研
究
室
蔵
『
連
歌
名
句
』
本
（
Ｄ
1613
）
　
⑨
広　
広
島
大
学
福
井
文
庫
本
（
国
文
／
5051
／
Ｎ
70
）
　
⑩
静　
静
嘉
堂
文
庫
本
（
連
歌
集
書
29
所
収
本
）
　
⑪
甲　
大
阪
天
満
宮
（
れ
－
甲
－
6
）
本
　
⑫
小　
小
松
天
満
宮
蔵
『
集
懐
紙
』
本
　
⑬
滋　
大
阪
天
満
宮
滋
岡
文
庫
本
（
れ
－
5
－
34
）
　
⑭
鳥　
太
宰
府
天
満
宮
蔵
小
鳥
居
家
本
（
連
歌
74
－
72
）
　
⑮
天　
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
本
（
れ
4
・
2
－
41
）
一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
あ
ら
た
め
て
清
濁
を
付
し
た
。
原
文
は
翻
刻
（「
櫻
井
本
『
夢
想
之
連
歌
』
訳
注
（
一
）
付
翻
刻
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
第
十
一
号
・
二
〇
二
〇
・
三
）
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
注
釈
本
文
に
お
い
て
は
、
原
文
の
表
記
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
あ
ら
た
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標
準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
に
は
、
校
注
者
が
括
弧
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
て
い
る
。
校
注
者
に
よ
る
改
訂
部
分
の
う
ち
、
特
記
す
べ
き
も
の
は
、
注
釈
内
に
付
記
し
た
。
一
、【
校
異
】
に
お
い
て
は
、
底
本
の
翻
刻
に
対
し
て
、
前
掲
対
校
本
の
番
号
に
よ
り
、
校
異
を
示
し
た
。
表
記
に
よ
る
違
い
は
と
ら
な
い
。
ま
た
、
⑬
の
右
傍
に
存
す
る
、
読
み
に
く
い
文
字
の
読
み
が
な
と
見
ら
れ
る
書
き
直
し
の
朱
書
き
は
校
異
に
入
れ
な
い
が
、
異
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本
注
記
と
思
わ
れ
る
朱
書
き
は
校
異
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑧
に
は
式
目
関
係
の
頭
注
が
存
す
る
が
、
校
異
に
は
入
れ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
訳
注
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
一
、
各
句
に
は
、
百
韻
全
体
の
通
し
番
号
を
句
頭
に
示
し
、
参
考
と
し
て
、
各
懐
紙
内
で
の
そ
の
句
の
所
在
を
懐
紙
の
順
、
表
と
裏
の
別
、
表
裏
ご
と
の
句
の
番
号
で
表
し
、
前
句
を
添
え
た
。
一
、【
語
釈
】
に
あ
げ
る
和
歌
、
連
歌
例
は
、
後
述
引
用
文
献
に
よ
る
。
百
韻
の
読
解
に
有
効
な
際
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
私
に
清
濁
を
付
し
、
片
仮
名
な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
に
改
め
、
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
た
場
合
が
あ
る
。
一
、
各
句
に
は
、【
式
目
】【
語
釈
】【
現
代
語
訳
】
の
説
明
項
目
を
設
け
る
と
共
に
、
二
句
一
連
の
連
歌
の
中
で
句
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
、
及
び
独
立
し
た
一
句
で
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
に
配
慮
し
て
【
現
代
語
訳
】
の
他
に
【
付
合
】【
一
句
立
】
の
項
目
を
設
け
た
。
さ
ら
に
必
要
な
場
合
に
は
、【
考
察
】【
補
説
】【
他
出
文
献
】
の
項
目
も
設
け
た
。
【
各
伝
本
の
百
韻
に
関
す
る
内
題
の
校
異
】
底
本　
夢
想
之
連
歌
①
⑩
夢
想　
②
夢
想　
宗
祇
独
吟　
③
独
吟
賦
山
何
連
歌
／
宗
祇　
④
宗
祇
夢
想
独
吟　
⑤
⑥
ナ
シ　
⑦
⑧
夢
想
住
吉
法
楽
祇
公
独
吟　
⑨
住
吉
参
籠
之
時
自
脇
独
吟
／
夢
想　
⑩
住
吉
参
籠
之
時
自
脇
独
吟
／
夢
想　
⑪
夢
想
之
連
歌
／
宗
祇　
⑫
夢
想
之
連
歌
第
三
よ
り
獨
吟　
 
宗
祇　
⑬
夢
想
之
連
歌
／
宗
祇
（
朱
に
て
「
宗
祇
」
を
消
し
、
左
に
「
御
」）　
⑭
夢
想　
　
独
吟　
⑮
延
徳
二
年
九
月
／
賦
夢
想
連
歌
／
独
吟
／
宗
祇
（
初
折
・
表
・
一
）
一　
住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ
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【
校
異
】
⑦
⑧
⑨
⑩
…
句
の
下
に
「
御
」
【
式
目
】
雑　
住
吉
（
神
祇
・
名
所
）　
松
与
松
（
可
隔
七
句
物
）
【
語
釈
】
◯
住
吉
…
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
在
の
大
阪
市
住
吉
区
。「
住
吉
の
松
の
あ
ら
し
も
か
す
む
な
り
と
ほ
ざ
と
を
の
の
は
る
の
あ
け
ぼ
の
」（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
守
覚
法
親
王
家
に
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
春
歌
・
覚
延
法
師
・
14
）。
こ
の
地
に
二
十
二
社
の
一
つ
で
あ
り
、
摂
津
国
一
之
宮
で
も
あ
る
、
住
吉
大
社
（
大
阪
市
住
吉
区
住
吉
二
丁
目
）
が
あ
る
。
祭
神
で
あ
る
住
吉
明
神
は
、
和
歌
の
神
と
し
て
特
に
崇
拝
さ
れ
奉
納
和
歌
・
連
歌
も
多
い
。
宗
祇
も
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
五
月
に
、
東
国
下
向
に
先
立
っ
て
住
吉
に
詣
で
て
お
り
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
二
月
に
も
参
籠
し
て
い
る
。
○
住
吉
の
松
…
住
吉
の
海
岸
に
生
え
る
松
。
住
吉
明
神
を
暗
示
す
る
。
住
吉
明
神
に
対
し
て
和
歌
・
連
歌
の
上
達
を
願
い
、
歌
道
の
興
隆
を
祈
願
す
る
際
、
長
寿
を
保
つ
松
を
住
吉
の
神
の
象
徴
と
し
て
詠
む
。
「
我
が
み
ち
を
ま
も
ら
ば
君
を
ま
も
る
ら
む
よ
は
ひ
は
ゆ
づ
れ
住
吉
の
松
」（
新
古
今
集
・
賀
・
千
五
百
番
歌
合
に
・
藤
原
定
家
・
739
）。
「
身
に
か
く
る
衣
の
玉
を
い
つ
か
み
ん
／
こ
と
の
は
ち
ぎ
る
す
み
よ
し
の
松
」（
表
佐
千
句
追
加
・
宗
祇
／
俊
重
・
17
／
18
）。「
む
か
し
し
る
心
計
を
た
よ
り
に
て
／
こ
の
道
い
の
る
す
み
よ
し
の
松
」（
老
葉
（
毛
利
本
）・
1557
／
1558
）。
○
道
…
和
歌
の
道
。
◯
し
る
べ
…
道
案
内
、
教
え
導
く
た
よ
り
。「
心
ぞ
し
る
べ
世
の
中
の
道
／
仏
よ
り
先
に
教
へ
し
主
や
誰
」（
新
撰
菟
玖
波
集
・
釈
教
・
3521
／
3522
・
贈
従
三
位
教
弘
）。
【
現
代
語
訳
】
こ
こ
住
吉
に
は
、
歌
の
道
を
守
る
住
吉
明
神
が
鎮
座
さ
れ
、
そ
こ
に
至
る
道
に
あ
る
松
の
姿
こ
そ
は
、
歌
の
道
を
た
ど
り
連
歌
を
極
め
て
い
く
、
そ
の
た
め
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
【
考
察
】
語
釈
（
○
住
吉
の
松
）
に
引
用
し
た
老
葉
1558
番
句
は
、『
愚
句
老
葉
』
に
お
い
て
、「
〽
我
と
ハ
ゝ
神
代
の
こ
と
を
か
た
ら
な
む
む
か
し
を
し
れ
る
住
よ
し
の
松　
此
心
也
、
老
の
波
を
岸
に
よ
せ
て
も
、
道
ハ
い
の
ら
ま
ほ
し
き
の
ミ
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
自
注
で
引
用
し
た
の
は
、
神
代
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
住
吉
の
松
に
、
昔
の
こ
と
を
尋
ね
た
い
と
す
る
歌
「
我
と
は
ば
神
よ
の
こ
と
も
か
た
ら
な
む
む
か
し
を
し
れ
る
す
み
よ
し
の
ま
つ
」（
拾
遺
抄
・
雑
上
・
436
・
恵
京
法
師
）
で
あ
り
、
宗
祇
は
た
ゆ
む
こ
と
な
く
歌
道
を
学
ぶ
こ
と
を
よ
す
が
と
し
て
、
連
歌
の
上
達
を
願
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
ま
た
序
（「
櫻
井
本
『
夢
想
之
連
歌
』
訳
注
（
一
）
付
翻
刻
」
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参
照
）
か
ら
も
、
発
句
に
込
め
ら
れ
た
、
連
歌
の
道
を
極
め
る
た
め
、
努
力
し
続
け
よ
う
と
す
る
宗
祇
の
気
持
ち
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
こ
の
発
句
は
、
序
に
記
す
よ
う
に
、
前
年
（
延
徳
元
年
）
の
厳
冬
の
夢
に
「
さ
ま
こ
と
な
る
人
」
か
ら
与
え
ら
れ
た
句
で
あ
り
、
神
詠
の
形
を
取
る
夢
想
の
発
句
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
賦
物
は
な
い
。
前
年
三
月
に
は
、
将
軍
足
利
義
尚
が
没
し
、
宗
祇
は
山
口
に
下
向
、
上
京
し
た
九
月
に
は
三
条
西
実
隆
と
和
歌
打
聞
の
計
画
を
相
談
、
十
二
月
に
は
連
歌
会
所
奉
行
を
辞
す
。
打
聞
は
実
現
せ
ず
、
宗
祇
の
失
意
の
念
が
、
自
ず
か
ら
夢
想
の
句
に
な
っ
た
も
の
か
。
　
序
に
よ
れ
ば
、
宗
祇
は
こ
の
句
を
与
え
ら
れ
、
す
ぐ
に
脇
を
つ
け
た
の
で
、
脇
は
冬
の
句
で
あ
り
、
以
後
冬
か
ら
展
開
す
る
。
（
初
折
・
表
・
二
）　
住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ
二　
遠（と
ほ
ざ
と
を
の
）
里
小
野
の
雪
の
か
へ
る
さ
【
校
異
】
底
本
、
⑦
⑧
⑨
⑩
⑭
…
句
の
下
に
「
宗
祇
」
⑪
⑬
…
句
の
下
に
朱
に
て
「
宗
祇
」
⑧
に
頭
注
「
遠
里
小
野　
摂
州
ノ
名
所
也
一
所
ノ
名
也
」
あ
り
【
式
目
】
冬
（
雪
）　
雪
三
用
之
、
此
外
春
雪
一
似
物
の
雪
別
段
の
事
也
（
降
物
・
一
座
四
句
物
・
可
隔
三
句
物
）
【
語
釈
】
◯
遠
（
と
ほ
ざ
と
を
の
）
里
小
野
…
摂
津
国
の
歌
枕
。
現
在
は
大
阪
市
住
吉
区
遠
里
小
野
（
お
り
お
の
）
と
、
堺
市
遠
里
小
野
（
お
り
お
の
）
町
一
帯
を
指
す
。
宝
永
年
間
の
新
大
和
川
開
削
に
よ
り
、
南
北
に
分
か
れ
た
。
古
く
は
「
と
お
ざ
と
お
の
」
と
発
音
し
、
和
歌
・
連
歌
に
お
い
て
も
「
と
お
ざ
と
お
の
」
で
詠
ま
れ
る
。「
俗
に
は
を
り
を
の
と
も
い
へ
り
」（
類
聚
名
物
考
）。「
住
吉
の
遠
里
小
野
の
ま
榛
も
ち
摺
れ
る
衣
の
盛
り
過
ぎ
行
く
」（
万
葉
集
巻
七
・
雑
歌
・
1156
）。「
遠
里
小
野
」
で
、
冬
の
季
節
を
詠
む
歌
は
珍
し
い
。「
津
の
国
の
と
ほ
里
を
の
の
萩
が
え
に
雪
の
花
さ
く
冬
は
き
に
け
り
」（
拾
玉
集
・
賦
百
字
百
首
・
は
つ
ゆ
き
・
1260
）。「
住
よ
し
や
遠
里
小
野
の
霞
日
に
／
こ
と
は
心
の
花
も
手
向
つ
」（
文
安
月
千
句
第
五
百
韻
・
53
／
54
・
盛
家
／
良
珍
）。「
住
よ
し
や
と
を
さ
と
を
の
ゝ
雪
の
暮
／
伊
駒
の
た
け
に
月
や
い
つ
ら
ん
」（
桜
井
基
佐
句
集
（
書
陵
部
蔵
斑
山
文
庫
本
）・
407
／
408
）。
◯
雪
の
か
へ
る
さ
…
雪
の
降
る
中
の
帰
り
道
。「
友
と
や
き
か
ん
千
と
り
な
く
な
り
／
山
か
け
の
雪
の
か
へ
る
さ
船
さ
し
て
」（
老
葉
（
毛
利
家
本
）・
571
／
572
）。
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【
付
合
】「
住
吉
」
に
「
遠
里
小
野
」
を
つ
け
た
。「
一
、
遠
里
小
野
、
是
は
住
吉
に
有
。
住
吉
の
句
あ
ら
ば
遠
里
小
野
付
べ
し
」（
梵
灯
庵
袖
下
集
）。
【
一
句
立
】
遠
里
小
野
の
、
雪
が
降
る
中
の
帰
り
道
。
【
現
代
語
訳
】
住
吉
の
岸
の
松
だ
け
が
道
し
る
べ
と
し
て
見
え
て
い
る
の
だ
、
こ
の
遠
里
小
野
に
雪
が
降
り
し
き
っ
て
い
る
、
神
社
か
ら
の
帰
り
道
で
は
。
（
初
折
・
表
・
三
）　
遠（と
ほ
ざ
と
を
の
）
里
小
野
の
雪
の
か
へ
る
さ
三　
舟
よ
す
る
浜
辺
の
真
砂
月
冴
え
て
【
校
異
】
①
⑫
…
句
の
下
に
「
宗
祇
」　 
さ
え
て
③
⑤
⑥
⑬
…
さ
へ
て
【
式
目
】
冬
（
月
冴
え
て
）・
夜
分
（
月
）　
冬
月
（
只
一
／
有
明
一
一
座
二
句
物
）　
舟
（
水
辺
・
体
用
之
外
（
新
式
今
案
）　
冴
与
寒
（
可
嫌
打
越
物
（
新
式
今
案
）
【
語
釈
】
◯
真
砂
…
砂
の
美
称
。「
ま
た
ふ
け
ぬ
夜
半
も
さ
え
く
る
程
み
え
て
ま
さ
こ
に
こ
ほ
る
冬
の
月
か
け
」（
権
大
納
言
俊
光
集
・
冬
月
・
368
）。「
浜
ト
ア
ラ
バ
、
ま
さ
ご
」「
水
辺
の
ゝ
き
所
、
ま
さ
こ
」「
沙
ト
ア
ラ
バ
、
ま
さ
ご
と
も
い
さ
ご
と
も
い
ふ
。
…
浜
…
白
」（
連
珠
合
璧
集
）。
◯
月
冴
え
て
…
月
が
凍
て
つ
く
よ
う
に
冷
た
く
空
に
見
え
て
。
ま
た
、
月
が
真
砂
に
白
く
照
り
映
え
る
様
も
表
す
。「
冬
の
心
、
霜
…
月
さ
む
し
〈
月
こ
ほ
る　
在
明
以
下
同
也
〉」（
連
珠
合
璧
集
）。「
浦
よ
り
た
つ
や
友
千
鳥
な
る
／
雲
を
出
ま
さ
こ
に
月
や
氷
ら
ん
」（
看
聞
日
記
紙
背
応
永
三
十
一
年
九
月
二
十
七
日
賦
何
船
連
歌
・
慶
寿
丸
／
重
有
朝
臣
・
20
／
21
）。
【
付
合
】
前
句
は
雪
で
白
一
色
で
あ
る
が
、
付
句
も
、
白
砂
と
、
空
に
あ
り
ま
た
砂
に
も
照
り
映
え
る
月
光
と
の
、
白
々
と
し
た
光
景
を
つ
け
た
。
【
一
句
立
】
舟
を
寄
せ
る
浜
辺
の
砂
に
は
、
月
が
照
り
映
え
、
空
に
は
月
が
凍
て
つ
く
よ
う
に
冴
え
冴
え
と
光
っ
て
い
て
。
【
現
代
語
訳
】
遠
里
小
野
の
雪
が
降
っ
た
帰
り
道
。
舟
を
寄
せ
る
浜
辺
の
砂
に
は
、
月
が
照
り
映
え
、
ま
た
空
に
は
月
が
凍
て
つ
く
よ
う
（ 　 ）
櫻井本『夢想之連歌』訳注（二）
九
一
40
に
冴
え
冴
え
と
光
っ
て
い
て
。
（
初
折
・
表
・
四
）　
舟
よ
す
る
浜
辺
の
真
砂
月
冴
え
て
四　
声
も
む
ら
む
ら
千
鳥
鳴
く
な
り
【
校
異
】
⑧
（
上
部
余
白
に
「
・
鵆
冬
也
鴈
霧
を
結
て
は
秋
也
」
と
注
あ
り
）　
⑬
聲声
【
式
目
】
冬
（
千
鳥
）　
千
鳥
（
水
辺
・
用
）　
千
鳥
〈
雁
に
結
び
て
は
秋
也
。〉（
新
式
今
案
）「
千
鳥
…
以
上
体
用
外
也
」「
冬
の
心　
千
鳥
」（
連
珠
合
璧
集
）　
鳥
与
鳥
（
可
隔
五
句
物
）
【
語
釈
】
◯
む
ら
む
ら
…
こ
こ
か
し
こ
に
あ
る
様
子
。
ま
だ
ら
な
様
子
。
千
鳥
が
こ
こ
か
し
こ
に
い
る
の
に
加
え
、
鳴
き
声
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
ば
ら
ば
ら
に
聞
こ
え
る
様
を
い
う
。「
群むら
千
鳥
」
と
掛
け
て
使
用
し
て
い
る
。
千
鳥
の
声
に
「
む
ら
む
ら
」
と
形
容
す
る
和
歌
や
連
歌
の
用
例
は
、
他
に
は
以
下
の
例
が
管
見
に
入
る
の
み
で
あ
る
。「
あ
け
わ
た
る
き
り
の
た
え
ま
の
わ
た
の
は
ら
／
あ
き
の
ち
と
り
の
む
ら
む
ら
に
な
く
」（
天
文
二
十
四
年
紹
巴
亡
父
追
善
千
句
第
七
百
韻
・
61
／
62
）。
【
付
合
】
夜
の
浜
に
千
鳥
を
付
け
た
。「
浜
ト
ア
ラ
バ
、
千
鳥
」「
千
鳥
ト
ア
ラ
バ
、
海
河
に
あ
り
」（
連
珠
合
璧
集
）。
【
一
句
立
】
千
鳥
は
、
そ
こ
こ
こ
に
群
れ
を
な
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
声
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
ば
ら
ば
ら
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
【
現
代
語
訳
】
舟
を
寄
せ
る
浜
辺
の
砂
に
は
、
月
が
凍
て
つ
く
よ
う
に
冴
え
冴
え
と
光
り
、
そ
こ
こ
こ
に
千
鳥
が
群
れ
、
そ
の
鳴
き
声
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
ば
ら
ば
ら
に
聞
こ
え
て
く
る
。
（
初
折
・
表
・
五
）　
声
も
む
ら
む
ら
千
鳥
鳴
く
な
り
五　
わ
が
門
の
稲
葉
色
づ
き
吹
く
風
に
【
校
異
】
色
付
ふ
く
風
に
…
①
色
付
念
風
に
・
②
色
付
く
秋
か
せ
に
・
⑭
色
つ
く
秋
の
風
に
（
稿
者
注
「
の
」
に
棒
線
あ
り
）
【
式
目
】
秋
（
稲
葉
）　
門
（
居
所
・
体
）　
稲
葉
〈
を
し
ね
と
云
か
へ
て
又
あ
る
べ
し
。〉（
植
物
・
一
座
二
句
物
（
肖
柏
追
加
）　
風
（
吹
物
）　
（ 　 ）
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風
与
風
（
可
隔
五
句
物
）
【
語
釈
】
◯
わ
が
門
の
…
私
の
家
の
あ
た
り
の
。「
わ
が
か
ど
の
い
な
ば
の
風
に
お
ど
ろ
け
ば
き
り
の
あ
な
た
に
初
雁
の
声
」（
玉
葉
集
・
秋
上
・
正
治
二
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
・
578
・
式
子
内
親
王
）。
◯
稲
葉
色
づ
き
…
稲
の
葉
が
色
づ
い
て
。「
山
も
と
の
む
か
ひ
の
わ
さ
だ
見
渡
せ
ば
稲
葉
色
づ
き
秋
風
ぞ
吹
く
」（
信
実
集
・
経
の
れ
う
し
の
百
首
に
・
49
）。「
苅
し
ほ
の
い
な
葉
色
つ
き
吹
風
に
／
尾
花
は
の
こ
る
野
へ
の
冬
か
れ
」（
看
聞
日
記
紙
背
応
永
十
八
年
八
月
二
十
一
日
賦
何
人
連
歌
・
新
／
椎
野
・
83
／
84
）。
○
吹
く
風
に
…
吹
い
て
く
る
風
に
よ
っ
て
、
稲
葉
が
色
づ
き
、
千
鳥
の
声
も
運
ば
れ
て
く
る
。
【
付
合
】
門
田
の
情
景
を
付
け
る
こ
と
で
、
稲
葉
を
色
づ
か
せ
る
秋
風
と
、
千
鳥
の
声
を
運
ぶ
風
と
を
つ
な
い
で
い
る
。
【
一
句
立
】
私
の
家
の
門
の
あ
た
り
の
稲
葉
が
色
づ
き
、
そ
の
葉
を
渡
っ
て
吹
く
風
に
。「
ゆ
ふ
さ
れ
ば
か
ど
た
の
い
な
葉
お
と
づ
れ
て
あ
し
の
ま
ろ
屋
に
秋
風
ぞ
ふ
く
」（
金
葉
集
二
度
本
・
秋
・
師
賢
朝
臣
の
梅
津
に
人
人
ま
か
り
て
田
家
秋
風
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
・
大
納
言
経
信
・
173
）。
【
現
代
語
訳
】
そ
こ
こ
こ
に
千
鳥
が
群
れ
、
そ
の
泣
き
声
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
ば
ら
ば
ら
に
聞
こ
え
て
く
る
。
私
の
家
の
門
の
あ
た
り
の
稲
葉
が
色
づ
き
、
そ
の
葉
を
渡
っ
て
吹
く
風
に
、
千
鳥
の
声
が
運
ば
れ
て
。
（
初
折
・
表
・
六
）　
わ
が
門
の
稲
葉
色
づ
き
吹
く
風
に
六　
垣
ほ
を
あ
ら
み
薄
散
る
頃
【
校
異
】
あ
ら
み
…
⑧
あ荒ら
み
【
式
目
】
秋
（
薄
）　
垣
ほ
（
居
所
・
体
）　
薄
〈
只
一
、
尾
花
一
、
す
ぐ
ろ
、
ほ
や
な
ど
云
て
一
〉（
植
物
・
一
座
三
句
物
）
【
語
釈
】
◯
垣
ほ
を
あ
ら
み
…
「
垣
ほ
」
は
、
高
く
そ
ば
立
つ
垣
。「
あ
ら
」
は
「
粗
」
ま
た
は
「
荒
」。
い
ず
れ
の
字
で
あ
っ
て
も
、
垣
根
の
つ
く
り
が
粗
雑
で
あ
る
こ
と
。
高
い
垣
根
の
網
目
の
隙
間
が
空
い
て
い
る
の
で
。
隙
間
か
ら
は
風
が
通
り
す
ぎ
る
。「
古
郷
の
垣
ほ
を
あ
ら
み
さ
よ
枕
声
も
隔
す
う
つ
こ
ろ
も
か
な
」（
蒲
生
智
閑
和
歌
集
・
隣
擣
衣
・
416
）。
な
お
、
⑧
は
、「
あ荒ら
み
」
と
し
、
上
部
余
白
（ 　 ）
櫻井本『夢想之連歌』訳注（二）
九
三
38
に
「
・
荒　
あ
ら
す
心
」
と
注
す
る
が
、
前
句
「
風
に
」
で
は
「
荒
ら
す
」
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
◯
薄
散
る
頃
…
「
薄
散
る
」
は
、
す
す
き
の
穂
が
飛
散
す
る
こ
と
。「
す
す
き
ち
る
秋
の
野
風
の
い
か
な
ら
ん
よ
る
な
く
む
し
の
声
ぞ
さ
む
け
き
」（
夫
木
抄
・
薄
・
土
御
門
院
・
4383
）。「
す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
さ
ひ
し
さ
／
き
り
〳
〵
す
か
た
ふ
く
月
に
声
更
て
」（
河
越
千
句
第
一
百
韻
・
修
茂
／
宗
祇
・
70
／
71
、
後
に
萱
草
498
／
499
、
老
葉
421
／
422
に
入
る
）。「
色
か
は
す
袖
や
小
萩
に
に
ほ
ふ
ら
ん
／
霧
の
ほ
の
か
に
す
ゝ
き
ち
る
こ
ろ
」（
河
越
千
句
第
三
百
韻
・
義
藤
／
宗
祇
・
7
／
8
）。
【
付
合
】
門
田
を
渡
っ
て
き
た
風
が
、
垣
根
を
抜
け
て
家
に
入
り
込
み
、
庭
の
す
す
き
の
穂
を
散
ら
す
さ
ま
を
付
け
た
。
前
句
か
ら
源
経
信
歌
（
五
の
【
一
句
立
】
参
照
）
の
粗
末
な
庵
が
思
わ
れ
る
。
【
一
句
立
】
垣
根
が
粗
く
、
垣
を
通
り
過
ぎ
た
風
に
よ
っ
て
す
す
き
の
穂
が
散
る
、
そ
ん
な
時
期
が
き
た
。
【
現
代
語
訳
】
我
家
の
門
田
の
稲
葉
を
色
付
か
せ
、
吹
い
て
く
る
風
。
垣
根
が
粗
い
ゆ
え
、
通
り
過
ぎ
て
く
る
風
に
よ
っ
て
、
す
す
き
の
穂
が
散
る
、
そ
ん
な
時
期
が
き
た
。
（
初
折
・
表
・
七
）　
垣
ほ
を
あ
ら
み
薄
散
る
頃
七　
暮
深
き
露
の
か
よ
ひ
路
跡
絶
え
て
【
校
異
】
露
…
⑭
露
（「
霜
」
と
書
き
誤
り
、
右
傍
に
同
一
の
大
き
さ
で
「
露
」
と
訂
正
）　
跡
た
え
て
…
③
あ
ら
は
に
て
【
式
目
】
秋
（
露
）　
露
（
降
物
・
可
隔
三
句
物
）　
恋
（
か
よ
ひ
路
）
【
語
釈
】
◯
暮
深
き
…
と
っ
ぷ
り
と
日
が
暮
れ
、
す
っ
か
り
夕
暮
れ
に
な
っ
た
様
子
。「
く
れ
ふ
か
き
門
田
の
面
の
な
は
し
ろ
に
霞
の
澪みを（
ル
ビ
稿
者
）を
先
引
き
て
け
り
」（
為
尹
千
首
・
田
家
春
・
891
）。「
袖
は
ら
ふ
雪
の
ふ
ゝ
き
に
か
け
や
無
／
門
さ
し
こ
も
り
暮
深
き
山
」（
池
田
千
句
第
十
百
韻
・
宗
碩
／
成
□
・
11
／
12
）。
◯
か
よ
ひ
路
…
恋
人
の
も
と
に
忍
ん
で
行
く
路
。「
露
」
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
涙
を
も
思
わ
せ
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
恋
の
様
子
が
暗
示
さ
れ
る
。「
み
る
も
う
し
露
の
か
よ
ひ
ぢ
あ
と
た
え
て
契
ふ
り
ゆ
く
庭
の
よ
も
ぎ
ふ
」（
慕
風
愚
吟
集
・
逢
不
逢
恋
・
330
）。「
ち
ら
ば
ち
れ
ぬ
る
と
も
分
け
ん
花
も
な
き
夏
野
の
草
の
露
の
通
ぢ
」（
新
明
題
和
歌
集
・
夏
・
（ 　 ）
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行
路
夏
草
・
中
院
通
茂
・
1552
）。
◯
跡
絶
え
て
…
通
っ
た
跡
も
な
く
な
っ
て
。「
跡
た
え
て
あ
さ
ぢ
が
す
ゑ
に
な
り
に
け
り
た
の
め
し
や
ど
の
庭
の
白
露
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
経
房
卿
家
歌
合
に
、
久
恋
を
・
二
条
院
讃
岐
・
1286
）。「
柴
の
戸
さ
ひ
し
冬
の
く
れ
か
た
／
た
ま
さ
か
の
雪
の
か
よ
ひ
ち
あ
と
絶
て
」（
三
島
千
句
第
四
百
韻
・
18
／
19
）。
【
付
合
】
時
刻
を
夕
暮
れ
時
と
し
、
か
つ
て
通
っ
た
人
も
も
は
や
来
な
い
、
静
寂
の
風
景
を
表
現
す
る
。「
暮
深
き
」
を
秋
の
情
景
と
し
て
詠
む
歌
・
句
は
少
な
い
が
、
宗
祇
は
「
露
」
を
使
用
し
て
秋
の
場
面
設
定
を
し
、
失
っ
た
恋
の
イ
メ
ー
ジ
も
添
え
て
い
る
。
【
一
句
立
】
と
っ
ぷ
り
と
日
が
沈
ん
だ
暮
れ
方
、
露
の
降
り
た
通
い
路
に
は
、
も
う
通
っ
て
く
る
人
の
跡
も
な
く
、
涙
が
落
ち
る
こ
と
だ
。
【
現
代
語
訳
】
垣
根
が
粗
い
ゆ
え
、
通
り
過
ぎ
て
く
る
風
に
よ
っ
て
、
す
す
き
の
穂
が
散
る
、
そ
ん
な
時
期
が
き
た
。
と
っ
ぷ
り
と
日
が
沈
ん
だ
暮
れ
方
、
深
い
露
に
濡
れ
た
通
い
路
に
は
、
も
う
通
っ
て
く
る
人
の
跡
も
な
く
、
涙
が
流
れ
落
ち
る
こ
と
だ
。
（
初
折
・
表
・
八
）　
暮
深
き
露
の
か
よ
ひ
路
跡
絶
え
て
八　
幾
重
の
霜
ぞ
見
る
も
す
さ
ま
じ
【
校
異
】
一
句
…
⑧
欠　
い
く
へ
…
⑨
⑩
い
く
え　
霜
…
⑬
霧
（「
霜
」
を
朱
訂
正
）　
そ
…
④
に　
⑮
□
（
破
損
）　
見
る
も
…
⑮
見
る
に　
し
…
⑮
□
（
破
損
）
【
式
目
】
冬
（
霜
）　
霜
（
降
物
・
可
隔
三
句
物
）　
冷
〈
依
物
不
可
為
秋
之
由
雖
有
一
儀
、
秋
季
大
切
之
時
強
用
之
事
有
例
。〉（
肖
柏
追
加
）
※
『
連
珠
合
璧
集
』
で
は
、「
す
さ
ま
じ
」
は
秋
の
語
句
で
あ
る
が
、
こ
の
句
に
お
い
て
は
冬
の
語
句
で
あ
る
。
【
語
釈
】
◯
幾
重
の
霜
…
何
重
に
も
重
な
っ
た
霜
。
恋
人
が
通
っ
て
来
な
く
な
っ
て
か
ら
、
長
い
年
月
が
過
ぎ
た
こ
と
を
、
霜
が
幾
度
も
重
な
り
置
い
た
と
い
う
表
現
で
表
し
て
い
る
。「
さ
夜
ふ
け
て
こ
ゑ
さ
へ
さ
む
き
あ
し
た
づ
は
い
く
へ
の
霜
か
お
き
ま
さ
る
ら
む
」（
新
古
今
集
・
冬
・
613
・
道
信
朝
臣
）。
◯
見
る
も
す
さ
ま
じ
…
目
に
す
る
の
も
寒
々
し
く
感
じ
る
こ
と
だ
。「
か
た
山
の
秋
の
故ママ
寺
鐘
な
り
て
／
霜
夜
の
こ
す
ゑ
見
る
も
す
さ
ま
し
」（
葉
守
千
句
第
九
百
韻
・
宗
祇
／
肖
柏
・
31
／
32
）。
【
付
合
】
前
句
に
あ
る
夕
暮
れ
時
の
「
露
」
に
、「
霜
」
を
付
け
る
こ
と
で
、
語
句
を
相
対
さ
せ
る
と
同
時
に
、
一
日
の
う
ち
で
は
、
夕
暮
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れ
か
ら
夜
分
に
、
季
節
は
秋
か
ら
冬
に
、
時
を
進
め
た
。
又
「
幾
重
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
も
、
前
句
で
描
写
さ
れ
た
人
の
訪
れ
か
ら
、
久
し
く
時
が
た
っ
た
こ
と
も
示
唆
し
た
。
前
句
で
は
、
通
い
路
の
秋
草
が
夕
露
に
濡
れ
て
い
る
が
、
付
句
で
は
、
通
い
路
の
草
は
冬
に
な
っ
て
枯
れ
、
夜
に
は
そ
の
ま
ま
凍
っ
て
霜
が
降
り
て
い
る
。
時
の
経
過
を
巧
み
に
示
す
付
合
で
あ
る
。
【
一
句
立
】
ど
れ
ほ
ど
重
な
り
置
い
た
霜
な
の
か
、
見
る
だ
け
で
も
寒
々
し
い
こ
と
だ
。
【
現
代
語
訳
】
と
っ
ぷ
り
と
日
が
沈
ん
だ
暮
れ
方
に
、
露
に
濡
れ
た
通
い
路
に
は
、
も
う
通
っ
て
く
る
人
の
形
跡
も
な
く
、
そ
の
頃
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
時
が
経
っ
て
重
な
り
置
い
た
霜
で
あ
る
の
か
、
今
は
見
る
だ
け
で
も
寒
々
し
い
こ
と
だ
。
（
初
折
・
裏
・
一
）　
幾
重
の
霜
ぞ
見
る
も
す
さ
ま
じ
九　
遠
近
の
鐘
に
目
覚
め
て
い
づ
る
夜
に
【
校
異
】
夜
に
…
⑭
夜
□
（
破
損
）
【
式
目
】
雑　
鐘
只
一
、
尺
教
一
、
入
逢
一
、
異
名
一
（
一
座
四
句
物
）　
夜
分
（
夜
）
【
語
釈
】
◯
遠
近
の
鐘
…
遠
く
か
ら
も
近
く
か
ら
も
聞
こ
え
て
く
る
鐘
の
音
。「
霜
…
鐘
の
声　
鐘
は
霜
に
ひ
ゝ
く
な
り
」（
八
雲
御
抄
・
天
象
部
）。「
更
る
か
ら
霜
冴
ま
さ
る
月
の
影
／
鐘
も
あ
ま
た
の
遠
近
の
声
」（
文
安
月
千
句
第
四
百
韻
・
正
信
／
専
順
・
37
／
38
）。「
月
ふ
く
る
枕
の
鐘
に
夢
さ
め
て
／
い
そ
く
別
に
秋
は
物
か
は
」（
看
聞
日
記
紙
背
応
永
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
賦
何
人
連
歌
・
椎
野
／
沙
弥
行
光
・
51
／
52
）。
◯
い
づ
る
夜
に
…
外
に
出
た
夜
に
。「
た
ひ
ま
く
ら
ふ
か
き
も
し
ら
す
い
つ
る
よ
に
／
つ
か
れ
し
う
ま
そ
す
す
み
か
ね
た
る
」（
住
吉
千
句
第
四
百
韻
・
5
／
6
）。
【
付
合
】
前
句
の
「
霜
」
に
「
鐘
」
を
付
け
た
。「
鐘
ト
ア
ラ
バ
、
…
…
霜
」（
連
珠
合
璧
集
）。
鐘
に
目
覚
め
て
、
な
ぜ
外
に
出
た
の
か
は
、
こ
の
付
合
で
は
定
か
で
は
な
い
が
、
し
ら
じ
ら
と
霜
が
置
く
寒
夜
で
あ
っ
て
も
、
時
を
知
り
、
出
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
【
一
句
立
】
そ
こ
こ
こ
の
鐘
の
音
に
目
が
覚
め
、
外
に
出
た
夜
に
は
。
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【
現
代
語
訳
】
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
鐘
の
音
に
目
が
覚
め
、
外
に
出
た
夜
、
地
面
に
は
霜
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
、
な
ん
と
深
く
置
い
て
い
る
こ
と
か
、
そ
れ
を
目
に
す
る
だ
け
で
も
寒
々
し
い
こ
と
だ
。
（
初
折
・
裏
・
二
）　
遠
近
の
鐘
に
目
覚
め
て
い
づ
る
夜
に
十　
し
づ
ま
る
や
ど
り
人
や
寝
ぬ
ら
ん
【
校
異
】
ナ
シ
【
式
目
】
旅
（
や
ど
り
）　
宿
〈
只
一
、
旅
一
、
や
ど
り
此
外
に
あ
り
。
鳥
の
や
ど
り
・
露
の
や
ど
り
な
ど
の
間
に
又
有
べ
し
。〉
人
（
人
倫
）　
夜
分
【
語
釈
】
◯
し
づ
ま
る
…
人
音
が
し
な
く
な
る
。
寝
静
ま
る
。「
わ
た
り
せ
ぬ
水
や
霞
の
み
ほ
な
ら
ん
／
月
ふ
け
人
は
声
そ
し
つ
ま
る
」
（
延
徳
三
年
十
月
十
五
日
何
木
百
韻
・
宗
祇
／
玄
清
・
47
／
48
）。
◯
や
ど
り
…
旅
先
の
宿
。「
と
ま
る
べ
き
宿
り
を
月
に
あ
く
が
れ
て
明
日
の
道
行
く
夜
半
の
旅
人
」（
六
華
集
・
秋
・
大
納
言
為
兼
・
677
、「
と
ま
る
べ
き
や
ど
を
ば
月
に
あ
く
が
れ
て
あ
す
の
道
ゆ
く
夜
は
の
旅
人
」
の
形
で
葉
集
1142
に
入
る
歌
で
あ
る
）。
○
人
や
寝
ぬ
ら
ん
…
人
は
寝
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
お
も
ひ
か
ね
た
つ
ぬ
る
道
に
さ
夜
深
て
／
と
は
し
い
ま
は
と
人
や
ね
ぬ
ら
む
」（
三
島
千
句
第
一
百
韻
・
25
／
26
）。
【
付
合
】
鐘
の
音
に
目
覚
め
て
外
に
出
た
、
そ
の
宿
を
付
け
た
こ
と
で
、
旅
の
出
立
の
様
子
と
状
況
が
決
ま
る
。
そ
こ
か
ら
「
い
づ
る
」
も
単
に
外
に
出
る
の
で
は
な
く
、
急
ぎ
出
立
し
よ
う
と
宿
を
離
れ
て
い
く
様
と
な
る
。
【
一
句
立
】
静
か
に
な
っ
て
い
る
宿
、
人
は
寝
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
【
現
代
語
訳
】
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
る
鐘
の
音
で
目
覚
め
、
旅
路
を
急
い
で
出
立
し
た
夜
に
、
後
に
し
た
宿
は
静
か
で
音
も
し
な
い
。
他
の
人
は
ま
だ
寝
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
（
初
折
・
裏
・
三
）　
し
づ
ま
る
や
ど
り
人
や
寝
ぬ
ら
ん
十
一　
た
れ
と
な
く
涼
し
き
月
に
声
ふ
け
て
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櫻井本『夢想之連歌』訳注（二）
九
七
34
【
校
異
】
た
れ
と
な
く
…
⑦
た
れ
◦と歟
な
く　
す
ゝ
し
き
…
④
す
つ
敷　
こ
ゑ
深
て
…
④
夢
さ
め
て
※
底
本
と
⑤
⑥
は
「
こ
ゑ
深
て
」
で
あ
る
が
、
漢
字
を
使
用
す
る
他
本
は
「
更
」
を
当
て
る
。
こ
こ
は
注
釈
本
文
の
表
記
を
「
ふ
け
て
」
と
ひ
ら
が
な
表
記
に
し
た
。
【
式
目
】
夏
（
涼
し
き
）　
「
夏
の
末
の
心
、
す
ゞ
し
き
」（
連
珠
合
璧
集
）　
夏
月
只
一　
有
明
一
（
一
座
二
句
物
）　
音
声
に
響
（
可
嫌
打
越
物
）
【
語
釈
】
○
た
れ
と
な
く
…
誰
と
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
。
誰
だ
と
い
う
こ
と
も
な
く
。「
誰
と
な
く
お
ぼ
ろ
に
見
え
し
月
影
に
わ
け
る
心
を
思
ひ
し
ら
な
ん
」（
後
撰
集
・
恋
三
・
ふ
ぢ
つ
ぼ
の
人
人
月
夜
に
あ
り
き
け
る
を
見
て
、
ひ
と
り
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
・
き
よ
た
だ
・
737
）。「
た
れ
と
な
く
こ
こ
ろ
に
人
の
ま
た
る
る
や
な
が
む
る
つ
き
の
さ
そ
ふ
な
る
ら
ん
」（
続
古
今
集
・
秋
上
・
慈
鎮
大
僧
正
・
414
）。
◯
涼
し
き
月
…
「
涼
し
き
」
に
「
た
れ
と
な
く
（
声
）
す
」
と
掛
け
て
い
る
。「
夏
の
よ
は
す
ず
し
き
月
は
久
か
た
の
か
つ
ら
の
か
げ
に
秋
か
ぜ
や
ふ
く
」（
沙
玉
集
Ⅱ
・
夏
月
・
60
）。
◯
声
ふ
け
て
…
人
の
話
し
声
や
、
何
か
の
物
音
で
夜
が
更
け
た
こ
と
を
知
る
こ
と
。
「
宿
直
申
し
」
の
声
で
夜
も
更
け
た
と
判
断
す
る
例
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
宿
の
人
々
の
話
し
声
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
夜
が
更
け
て
寝
静
ま
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。「
こ
よ
ひ
ま
た
と
の
ゐ
申
の
声
更
け
て
三
世
の
仏
の
名
を
ぞ
聞
き
つ
る
」（
正
平
二
十
年
三
百
六
十
首
・
仏
名
夜
闌
・
女
房
（
後
村
上
院
）・
194
）。「
き
り
〳
〵
す
か
た
ふ
く
月
に
声
更
て
／
な
く
と
も
な
に
ゝ
秋
を
う
ら
み
ん
」（
河
越
千
句
第
一
百
韻
・
宗
祇
／
道
真
・
71
／
72
、
70
／
71
の
付
合
例
は
、
本
百
韻
第
六
句
「
薄
散
る
頃
」
の
語
釈
に
既
出
）。
【
付
合
】
さ
っ
き
ま
で
宿
の
ど
こ
か
の
部
屋
か
ら
聞
こ
え
て
い
た
声
が
か
す
か
に
な
り
、
い
つ
し
か
消
え
た
様
を
形
容
す
る
。
夜
の
時
間
の
流
れ
を
詠
ん
で
巧
み
で
あ
る
。
【
一
句
立
】
涼
し
い
夏
の
月
の
下
で
、
誰
と
も
わ
か
ら
な
い
声
が
聞
こ
え
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
夜
更
け
に
な
っ
て
。
【
現
代
語
訳
】
涼
し
い
夏
の
月
の
下
、
誰
の
声
と
い
う
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
が
、
喋
り
声
が
聞
こ
え
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
夜
更
け
に
な
っ
て
。
今
は
も
う
静
か
に
な
っ
て
い
る
宿
、
人
は
寝
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
【
備
考
】
月
と
月
と
は
、
七
句
可
隔
物
で
あ
り
、
第
三
に
冬
の
月
が
出
た
後
、
こ
こ
で
夏
の
月
を
出
し
て
い
る
。
　
な
お
、『
下
草
』
の
伝
本
中
、
草
稿
本
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
龍
谷
大
学
本
に
本
百
韻
十
・
十
一
の
付
合
が
入
る
（
雑
上
755
・
756
）。
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龍
谷
大
学
本
は
、
延
徳
二
年
冬
か
ら
、
延
徳
三
年
春
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
百
韻
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
な
る
。
（
初
折
・
裏
・
四
）　
た
れ
と
な
く
涼
し
き
月
に
声
ふ
け
て
十
二　
水
に
ぞ
山
の
心
を
も
知
る
【
校
異
】
ナ
シ
【
式
目
】
雑　
水
（
水
邊
・
用
）　
水
与
水
（
可
隔
五
句
物
）　
山
（
山
類
・
体
）　
山
与
山
（
可
隔
五
句
物
）
【
語
釈
】
○
水
…
こ
こ
は
山
中
の
水
の
流
れ
を
意
味
す
る
。
水
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
は
、『
徒
然
草
』
二
十
一
段
に
「
岩
に
砕
け
て
清
く
流
る
ゝ
水
の
け
し
き
こ
そ
、
時
を
分
か
ず
め
で
た
け
れ
。」
と
あ
り
、
心
敬
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
も
、「
水
程
感
情
ふ
か
く
清
涼
な
る
物
な
し
。
春
の
水
と
い
へ
ば
心
も
の
び
ら
か
に
俤
も
う
か
び
て
、
な
に
と
な
く
不
便
也
。
夏
（
は
）
清
水
の
本
、
泉
の
辺
、
又
冷
え
さ
む
し
。
秋
の
水
と
聞
け
ば
、
心
も
冷
々
清
々
た
り
。」
と
あ
る
。
◯
山
の
心
…
山
を
擬
人
化
し
た
表
現
で
、
山
本
来
の
姿
や
あ
り
方
。「
み
よ
し
の
の
や
ま
の
こ
こ
ろ
は
今
日
や
し
る
い
つ
か
は
ゆ
き
の
ふ
ら
ぬ
ひ
は
あ
り
し
」（
躬
恒
集
・
冬
・
95
）。「
草
か
れ
て
木
の
は
落
ち
た
る
こ
の
ご
ろ
の
山
の
心
や
冬
こ
も
る
ら
し
」（
伏
見
院
御
集
・
冬
山
・
2263
）。
季
節
ご
と
に
立
ち
現
れ
る
、
そ
の
山
な
ら
で
は
の
自
然
の
姿
を
、
山
の
持
つ
「
心
」
と
表
現
し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、
宗
祇
の
少
し
前
に
、
正
徹
が
「
し
つ
か
な
る
山
の
心
を
今
は
我
と
も
と
す
る
ま
て
す
み
な
れ
に
け
り
」（
草
根
集
・
山
家
・
1384
・
永
享
二
年
正
月
六
日
詠
、
国
歌
大
観
本
で
は
初
句
「
閑
な
る
」）
と
、
山
家
に
住
む
こ
と
で
、
山
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
生
き
る
境
地
を
詠
ん
で
あ
り
、
宗
祇
に
も
次
の
よ
う
な
表
佐
千
句
の
句
が
あ
る
。「
人
こ
と
に
う
き
世
は
し
れ
と
猶
住
て
／
山
の
こ
ゝ
ろ
に
は
ち
よ
あ
ら
ま
し
／
墨
染
の
雲
は
袖
を
や
さ
そ
ふ
ら
ん
」（
表
佐
千
句
第
六
百
韻
・
甚
昭
／
紹
永
／
宗
祇
・
37
／
38
／
39
）。
俗
世
に
住
み
続
け
る
こ
と
は
、
山
の
心
に
恥
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
出
家
を
勧
め
る
句
の
流
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
桜
井
基
佐
句
集
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。「
山
の
こ
ゝ
ろ
そ
身
に
お
ほ
え
ぬ
る
／
帰
り
て
も
花
と
お
き
ふ
す
お
も
か
け
に
」（
桜
井
基
佐
句
集
（
書
陵
部
蔵
斑
山
文
庫
本
）・
139
／
140
）。「
す
て
は
つ
る
世
に
も
し
は
し
は
か
へ
り
き
て
／
山
の
こ
ゝ
ろ
を
人
に
つ
け
は
や
」（
桜
井
基
佐
句
集
（
書
陵
部
蔵
斑
山
文
庫
本
）・
1181
／
1182
）。
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
歌
例
、
句
例
か
ら
見
て
も
、
山
の
自
（ 　 ）
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然
の
真
の
姿
、
そ
の
清
澄
で
心
洗
わ
れ
る
雰
囲
気
を
、
山
の
庵
に
住
む
隠
者
が
感
じ
、
山
と
一
体
化
し
て
我
が
身
に
ま
と
う
ま
で
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
あ
り
方
が
理
想
と
さ
れ
、
そ
の
境
地
を
表
現
せ
ん
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
【
付
合
】
前
句
の
「
声
」
を
、
水
音
と
と
り
、
山
の
水
へ
と
つ
な
ぐ
。
水
の
音
は
漢
詩
で
は
「
水
声
」
で
あ
る
。「
鳥
去
鳥
来
山
色
裏　
人
歌
人
哭
水
声
中
」（
杜
牧
「
題
宣
州
開
元
寺
水
閣
」）。「
涼
し
さ
は
外
山
の
谷
の
水
の
声
秋
に
ま
さ
き
を
し
ほ
る
松
か
せ
」（
草
根
集
・
納
涼
・
3445
）
【
一
句
立
】
水
に
よ
っ
て
こ
そ
山
の
心
を
も
理
解
で
き
る
の
だ
。
【
現
代
語
訳
】
誰
と
い
う
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
が
声
が
し
て
、
涼
し
い
夏
の
月
の
下
、
夜
が
更
け
て
い
く
。
あ
れ
は
山
水
が
流
れ
る
音
だ
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
水
を
感
じ
る
こ
と
で
、
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
理
解
で
き
る
の
だ
。
【
備
考
】
出
家
し
俗
世
か
ら
離
れ
、
山
に
住
む
こ
と
は
、
希
求
す
べ
き
理
想
と
考
え
ら
れ
、
宗
砌
か
ら
心
敬
、
宗
祇
に
か
け
て
「
あ
ら
ま
し
」（
出
離
の
希
望
）
と
し
て
多
く
詠
ま
れ
た
。「
人
も
し
れ
折
々
深
き
こ
こ
ろ
ざ
し
／
わ
が
あ
ら
ま
し
は
大
原
の
奥
」（
宝
徳
四
年
千
句
第
六
百
韻
・
51
／
52
・
金
阿
／
宗
砌
）。「
い
つ
か
は
と
思
ひ
馴
て
は
過
る
身
に
／
我
あ
ら
ま
し
は
奥
の
お
く
山
」（
初
瀬
千
句
第
八
百
韻
・
39
／
40
・
日
晟
／
弘
阿
）。
そ
の
よ
う
な
隠
者
が
日
々
触
れ
る
の
は
山
の
清
澄
な
自
然
で
あ
り
、「
山
の
心
」
に
常
に
触
れ
深
い
山
に
沈
潜
し
て
生
き
る
隠
者
の
姿
こ
そ
、
出
家
し
た
人
間
の
理
想
的
な
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
句
の
根
底
に
存
し
て
い
よ
う
。
（
初
折
・
裏
・
五
）　
水
に
ぞ
山
の
心
を
も
知
る
十
三　
風
を
の
み
花
は
恨
み
じ
吉
野
川
【
校
異
】
花
は
…
③
花
に　
　
う
ら
み
し
…
⑦
⑧
う
ら
み
ん　
⑪
恨
み
しんイ
（
右
傍
注
朱
）　
⑬
う
ら
み
しむ
（
右
傍
注
朱
）　
⑮
打うらか
見
し
【
式
目
】
春
（
花
）　
風
与
風
（
可
隔
五
句
物
）
【
語
釈
】
◯
風
を
の
み
…
花
び
ら
を
散
ら
す
風
だ
け
を
。
風
は
花
を
散
ら
す
こ
と
か
ら
、
人
々
に
う
と
ま
れ
る
。「
た
ち
か
へ
り
風
を
の
み
こ
そ
う
ら
み
つ
れ
ふ
か
ず
は
花
も
ち
ら
じ
と
思
へ
ば
」（
続
千
載
集
・
春
下
・
花
歌
の
中
に
・
中
務
卿
恒
明
親
王
・
148
）。
○
花
は
恨
み
じ
（ 　 ）
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…
花
は
恨
み
に
思
う
ま
い
。
人
が
花
を
散
ら
す
と
恨
み
に
思
う
風
を
、
花
は
恨
ま
な
い
だ
ろ
う
と
類
推
す
る
。「
吉
野
川
」
の
語
釈
、
又
【
付
合
】
参
照
。「
を
し
む
と
て
何
か
世
中
と
ど
ま
ら
ん
お
も
ひ
か
へ
し
て
花
は
恨
み
じ
」（
雪
玉
集
・
惜
花
・
6046
）。「
今
は
た
だ
風
を
も
い
は
じ
吉
野
川
岩
こ
す
花
の
し
が
ら
み
も
が
な
」（
式
子
内
親
王
集
・
正
治
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
・
334
）。
◯
吉
野
川
…
大
和
国
、
現
在
の
奈
良
県
吉
野
郡
を
流
れ
る
川
。
大
台
ヶ
原
か
ら
宮
滝
、
五
条
市
を
流
れ
、
和
歌
山
県
に
入
り
紀
ノ
川
と
な
る
。
前
掲
の
式
子
内
親
王
歌
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
吉
野
山
の
桜
が
、
風
に
散
り
、
吉
野
川
に
流
れ
る
そ
の
美
し
さ
は
、
類
稀
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。「
芳
野
河
花
の
し
ら
波
な
が
る
め
り
吹
き
に
け
ら
し
な
山
お
ろ
し
の
風
」（
新
拾
遺
集
・
春
下
・
河
上
落
花
と
い
ふ
こ
と
を
・
前
参
議
教
長
・
156
）。
【
付
合
】
前
句
の
「
水
」
の
情
景
を
、
花
が
一
面
に
散
り
流
れ
て
い
く
吉
野
川
の
様
子
に
と
り
な
し
た
。
前
句
の
「
水
」
が
、「
山
の
心
」
を
表
す
情
景
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
花
の
名
所
で
あ
る
「
吉
野
」
を
流
れ
る
「
吉
野
川
」
の
、
花
の
散
る
様
の
美
し
さ
が
、
こ
の
時
期
の
「
山
の
心
」
と
し
て
水
に
表
現
さ
れ
た
と
付
け
て
い
る
。
校
異
に
見
ら
れ
る
⑦
⑧
本
文
、
ま
た
⑪
⑬
傍
注
は
、
付
合
の
前
句
の
理
解
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
こ
の
付
合
は
、
山
・
花
・
風
と
人
を
囲
む
自
然
界
の
景
物
が
擬
人
化
さ
れ
た
形
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
【
一
句
立
】
こ
こ
で
は
、
花
び
ら
を
吹
き
散
ら
す
風
だ
け
は
、
花
は
恨
み
に
思
う
ま
い
。
風
に
散
る
花
び
ら
が
水
面
に
散
り
敷
い
て
流
れ
る
、
吉
野
川
の
こ
の
美
し
さ
よ
。
【
現
代
語
訳
】
川
の
水
の
流
れ
る
様
子
に
よ
っ
て
こ
そ
、
山
の
自
然
の
真
に
美
し
い
姿
も
わ
か
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
花
び
ら
を
吹
き
散
ら
す
風
だ
け
は
、
散
っ
て
い
く
花
は
恨
み
に
思
う
ま
い
。
風
に
よ
っ
て
、
山
の
桜
の
花
び
ら
が
、
水
面
に
散
り
敷
き
流
れ
て
ゆ
く
、
吉
野
川
の
こ
の
美
し
さ
よ
。
（
初
折
・
裏
・
六
）　
風
を
の
み
花
は
恨
み
じ
吉
野
川
十
四　
は
や
く
も
か
は
る
故
郷
の
春
（ 　 ）
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【
校
異
】
か
は
る
…
⑧
⑫
か
わ
る
【
式
目
】
春　
故
郷
〈
名
所
・
た
ゞ
古
郷
引
合
て
一
、
旅
に
一
。〉（
一
座
二
句
物
）　
「
故
郷
ト
ア
ラ
バ
、〈
故
郷
に
品
々
あ
り
。
ふ
る
き
都
を
故
郷
と
云
。
又
今
す
む
里
の
ふ
り
た
る
を
も
云
。
又
旅
に
出
し
我
方
を
故
郷
と
も
云
〉
…
吉
野
山
」（
連
珠
合
璧
集
）
【
語
釈
】
◯
は
や
く
も
か
は
る
…
す
み
や
か
に
う
つ
ろ
う
こ
と
。「
は
や
く
」
は
吉
野
川
の
急
流
を
示
唆
す
る
言
葉
で
も
あ
る
。「
吉
野
河
水
の
心
は
は
や
く
と
も
た
き
の
お
と
に
は
た
て
じ
と
ぞ
思
ふ
」（
古
今
集
・
恋
三
・
よ
み
人
知
ら
ず
・
651
）。「
や
ま
お
ろ
し
さ
く
ら
な
が
る
る
よ
し
野
河
は
や
く
も
は
る
の
く
れ
て
ゆ
く
か
な
」（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
藤
原
忠
良
・
456
）。「
な
が
れ
て
は
い
か
が
た
の
ま
ん
よ
し
の
川
早
く
も
か
は
る
人
の
契
り
を
」（
藤
葉
集
・
恋
下
・
権
律
師
尚
俊
・
590
）。
◯
故
郷
の
春
…
吉
野
を
故ふる
さ
と郷
と
と
り
な
す
。
今
は
忘
れ
去
ら
れ
、
人
も
通
わ
な
い
寂
し
い
旧
都
。「
ふ
る
さ
と
は
よ
し
の
の
山
し
ち
か
け
れ
ば
ひ
と
日
も
み
雪
ふ
ら
ぬ
日
は
な
し
」（
古
今
集
・
冬
・
よ
み
人
知
ら
ず
・
321
）。「
老
は
た
ゝ
花
見
る
友
の
数
な
ら
て
／
さ
ひ
し
く
を
く
る
古
さ
と
の
春
」（
因
幡
千
句
第
二
百
韻
・
専
順
／
堯
午
・
27
／
28
）。
【
付
合
】
前
句
の
「
吉
野
」
か
ら
「
故
郷
」
を
付
け
た
。
【
一
句
立
】
も
う
次
の
季
節
に
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
、
故
郷
の
春
。
【
現
代
語
訳
】
花
び
ら
を
吹
き
散
ら
す
風
だ
け
は
、
花
は
恨
み
に
思
う
ま
い
。
風
に
散
る
花
び
ら
が
水
面
に
散
り
敷
い
て
流
れ
る
、
吉
野
川
の
こ
の
美
し
さ
は
ど
う
だ
。
だ
が
、
吉
野
川
が
速
く
流
れ
て
い
く
よ
う
に
、
旧
都
、
吉
野
の
春
も
す
み
や
か
に
移
ろ
っ
て
い
く
。
（
初
折
・
裏
・
七
）　
は
や
く
も
か
は
る
故
郷
の
春
十
五　
つ
れ
て
こ
し
契
り
も
雁
の
別
れ
路
に
【
校
異
】
ナ
シ　
※
注
釈
本
文
表
記
に
「
別
れ
」
と
「
れ
」
を
追
加
し
て
い
る
。
【
式
目
】
秋
（
雁
）　
雁
〈
春
一
、
秋
一
、
残
雁
春
・
秋
の
中
に
有
べ
し
。〉（
一
座
二
句
物
）
【
語
釈
】
◯
つ
れ
て
こ
し
…
一
緒
に
や
っ
て
き
た
。「
北
へ
行
く
か
り
ぞ
な
く
な
る
つ
れ
て
こ
し
か
ず
は
た
ら
で
ぞ
か
へ
る
べ
ら
な
る
」
（ 　 ）
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（
古
今
集
・
羈
旅
・
題
し
ら
ず
・
よ
み
人
知
ら
ず
・
412
）。
◯
雁
の
別
れ
路
…
「
雁
」
に
「
仮
」
を
掛
け
る
。
雁
は
秋
に
北
方
か
ら
飛
来
し
、
春
に
北
に
帰
っ
て
行
く
。「
別
れ
路
」
は
、
別
れ
て
い
く
道
、
ま
た
は
死
に
別
れ
て
い
く
道
。「
秋
霧
に
峰
の
か
す
み
を
た
ち
か
へ
て
は
れ
ぬ
思
ひ
の
雁
の
わ
か
れ
路
」（
宗
良
親
王
千
首
・
峰
帰
雁
・
97
）。
【
付
合
】「
故
郷
」
に
「
雁
」
を
付
け
た
。
な
お
、
一
句
で
は
、
秋
の
句
で
あ
る
が
、
付
合
で
は
、
雁
は
春
の
帰
雁
と
な
る
。
【
一
句
立
】
一
緒
に
南
に
や
っ
て
き
て
、
一
緒
に
北
へ
帰
ろ
う
と
言
っ
た
そ
の
約
束
も
、
か
り
そ
め
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
雁
の
別
れ
路
で
は
。
【
現
代
語
訳
】
雁
の
群
れ
が
連
れ
だ
っ
て
や
っ
て
き
た
が
、
ま
た
一
緒
に
北
に
帰
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
そ
の
約
束
も
、
か
り
そ
め
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
別
れ
路
で
は
、
雁
が
去
っ
て
、
故
郷
の
春
は
す
み
や
か
に
移
ろ
っ
て
い
く
。
【
備
考
】
本
句
は
、
主
題
・
語
句
の
一
致
か
ら
、
古
今
集
412
歌
を
念
頭
に
置
い
て
の
句
と
考
え
ら
れ
る
。
古
今
412
歌
に
は
、
次
の
よ
う
な
左
注
が
あ
る
。
　
　
こ
の
う
た
は
、
あ
る
人
、
を
と
こ
女
も
ろ
と
も
に
人
の
く
に
へ
ま
か
り
け
り
、
を
と
こ
ま
か
り
い
た
り
て
す
な
は
ち
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
女
ひ
と
り
京
へ
か
へ
り
け
る
み
ち
に
か
へ
る
か
り
の
な
き
け
る
を
き
き
て
よ
め
る
と
な
む
い
ふ
。
す
な
わ
ち
、
一
緒
に
他
国
に
行
っ
た
男
女
が
あ
り
、
男
が
現
地
で
死
に
、
女
が
一
人
で
京
に
帰
る
際
に
、
雁
の
鳴
く
の
を
聞
い
て
詠
ん
だ
歌
と
さ
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
は
、
412
歌
に
つ
い
て
「
心
は
左
注
に
見
え
た
り
。
あ
は
れ
ふ
か
く
や
」
と
注
し
て
お
り
、
左
注
か
ら
、
一
緒
に
や
っ
て
き
た
そ
の
時
の
、
一
緒
に
帰
ろ
う
と
い
う
約
束
が
、
片
方
の
死
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
、
そ
の
悲
し
み
を
読
み
取
る
こ
と
に
な
る
。
（
初
折
・
裏
・
八
）　
つ
れ
て
こ
し
契
り
も
雁
の
別
れ
路
に
十
六　
浮
か
べ
る
雲
の
世
を
ば
た
の
ま
じ
【
校
異
】
う
か
へ
る
…
③
う
か
め
る　
　
世
を
は
…
②
世
を
も　
①
⑭
世
と
も
（ 　 ）
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【
式
目
】
雑　
雲
（
可
隔
三
句
物
）　
世
只
一　
浮
世
〻
中
の
間
に
一
恋
世
一　
前
世
後
世
な
ど
に
一（
一
座
五
句
物
）
【
語
釈
】
◯
浮
か
べ
る
雲
…
浮
雲
。「
我
が
身
を
ば
浮
か
べ
る
雲
に
な
せ
れ
ば
ぞ
つ
く
方
も
な
く
は
か
な
か
り
け
る
」（
新
千
載
集
・
哀
傷
・
自ママ
覚
浮
雲
無
所
着
と
い
ふ
こ
と
を
・
大
江
千
里
・
2168
）。
例
歌
は
、
大
江
千
里
の
句
題
和
歌
で
あ
り
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
「
答
元
八
郎
中
、
楊
十
二
博
士
」
よ
り
一
句
（「
身
覚
浮
雲
無
所
着
」）
を
詠
む
。「
う
か
へ
る
雲
の
そ
ら
の
は
か
な
さ
／
ゆ
き
と
ま
る
か
き
り
は
誰
も
し
ら
ぬ
身
に
」（『
宇
良
葉
』
内
本
式
連
歌
・
654
／
655
）。「
う
か
べ
る
雲
は
人
の
道
か
も
／
迷
ふ
身
を
い
づ
く
の
山
と
定
め
ま
し
」
（
新
撰
菟
玖
波
集
・
雑
五
・
式
部
卿
邦
高
親
王
・
3325
／
3326
）。
○
世
を
ば
た
の
ま
じ
…
こ
の
世
な
ど
は
頼
み
に
す
る
ま
い
。「
き
え
ぬ
れ
ば
あ
と
も
の
こ
さ
ぬ
水
の
あ
わ
の
か
り
の
す
が
た
の
世
を
ば
た
の
ま
じ
」（
拾
藻
鈔
・
雑
下
・
随
喜
功
徳
品
、
世
皆
不
牢
固
如
水
沫
潟
焰
・
476
）。
前
句
と
の
関
係
で
は
「
契
り
」
と
「
世
」
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
「
世
」
に
「
男
女
の
仲
」
の
意
味
も
込
め
て
い
る
か
。
【
付
合
】
雁
が
別
れ
て
い
く
別
れ
路
が
空
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
に
浮
か
ぶ
雲
に
つ
な
い
だ
。
前
句
の
「
雁
」
を
「
仮
」
と
掛
け
て
「
世
」
に
つ
な
ぐ
。
恋
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
「
契
り
」
か
ら
「
世
」
に
つ
な
ぐ
つ
な
が
り
も
あ
る
。
【
一
句
立
】
空
に
浮
か
ん
で
い
る
雲
の
よ
う
な
、
捉
え
ど
こ
ろ
な
く
は
か
な
い
こ
の
世
な
ど
、
頼
み
に
は
す
ま
い
。
【
現
代
語
訳
】
一
緒
に
連
れ
だ
っ
て
や
っ
て
き
た
、
そ
の
約
束
も
、
か
り
そ
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
雁
が
別
れ
て
行
く
そ
の
道
筋
の
空
に
浮
か
ん
で
い
る
雲
の
よ
う
な
、
捉
え
ど
こ
ろ
な
く
は
か
な
い
こ
の
世
な
ど
、
頼
み
に
は
す
ま
い
。
（
初
折
・
裏
・
九
）　
浮
か
べ
る
雲
の
世
を
ば
た
の
ま
じ
十
七　
道
な
ら
ぬ
身
は
わ
び
ぬ
る
も
つ
ら
か
ら
で
【
校
異
】
道
…
⑪
道常イ
（
左
右
の
傍
注
朱
）　
⑫
常　
⑬
道常
（
左
傍
に
朱
点
、
右
傍
注
朱
）　　
わ
ひ
ぬ
る
も
…
①
わ
ひ
ぬ
る
【
式
目
】
雑　
身
（
人
倫
）
【
語
釈
】
◯
道
な
ら
ぬ
身
…
「
道
」
の
部
分
、「
常
」
と
す
る
伝
本
（
小
松
天
満
宮
「
集
懐
紙
本
」）
と
、
校
異
と
し
て
「
常
」
を
記
す
伝
本
（
大
阪
天
満
宮
関
係
諸
本
）
が
あ
る
。「
常
」
の
方
が
理
解
が
容
易
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
底
本
の
よ
う
に
本
文
を
読
ん
で
も
、
近
い
意
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味
に
な
る
か
。
進
む
べ
き
道
の
定
ま
ら
な
い
、
よ
る
べ
な
い
わ
が
身
。「
今
ぞ
し
る
浦
こ
ぐ
船
の
道
な
ら
ぬ
旅
さ
へ
風
の
心
な
り
と
は
」
（
瓊
玉
集
・
弘
長
三
年
八
月
の
風
に
よ
り
て
、
御
京
上
と
ど
ま
ら
せ
給
ひ
て
後
、
を
の
こ
ど
も
題
を
さ
ぐ
り
て
歌
よ
み
侍
り
け
る
次
に
、
浦
舟
と
い
ふ
事
を
・
434
）。「
う
か
べ
る
雲
は
人
の
道
か
も
／
迷
ふ
身
を
い
づ
く
の
山
と
定
め
ま
し
」（
新
撰
菟
玖
波
集
・
雑
五
・
式
部
卿
邦
高
親
王
・
3325
／
3326
）。
◯
身
は
わ
び
ぬ
る
…
わ
が
身
は
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
困
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
。「
萍
を
た
よ
リ
と
舎
る
露
も
う
し
／
わ
ひ
ぬ
る
身
こ
そ
秋
の
物
な
れ
」（
熊
野
千
句
第
四
百
韻
・
宗
祇
／
専
順
・
85
／
86
）。
◯
つ
ら
か
ら
で
…
辛
く
は
な
く
て
。「
つ
ら
し
」
は
「
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
が
耐
え
難
く
思
わ
れ
る
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』）
状
態
。「
い
た
つ
ら
に
な
さ
む
も
い
ま
は
つ
ら
か
ら
て
／
あ
さ
ま
の
け
ふ
り
む
ね
に
の
こ
さ
し
」（『
宇
良
葉
』
内
本
式
連
歌
・
679
／
680
）。
【
付
合
】「
身
覚
浮
雲
無
所
着
」
の
句
の
内
容
を
付
け
て
い
る
。
【
一
句
立
】
よ
る
べ
な
い
こ
の
わ
が
身
は
、
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
辛
く
は
な
く
て
。
【
現
代
語
訳
】
空
に
浮
か
ん
で
い
る
雲
の
よ
う
な
、
捉
え
ど
こ
ろ
な
く
は
か
な
い
こ
の
世
な
ど
、
頼
み
に
は
す
ま
い
。
そ
ん
な
世
に
生
き
る
よ
る
べ
な
い
こ
の
わ
が
身
は
、
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
辛
く
は
な
く
て
。
（
初
折
・
裏
・
十
）　
道
な
ら
ぬ
身
は
わ
び
ぬ
る
も
つ
ら
か
ら
で
十
八　
よ
し
古
り
ぬ
と
も
か
か
る
蓬
生
【
校
異
】
と
も
…
⑮
る
も
【
式
目
】
雑
【
語
釈
】
◯
よ
し
～
と
も
…
も
し
も
〜
と
し
て
も
。「
か
ら
で
み
ん
そ
を
だ
に
秋
の
花
の
た
め
草
の
み
ど
り
は
よ
し
ふ
か
く
と
も
」（
延
文
百
首
・
進
子
内
親
王
・
130
）。
◯
古
り
ぬ
…
年
老
い
る
。「
ふ
み
な
れ
し
お
ど
ろ
の
道
は
む
か
し
に
て
蓬
が
門
に
身
こ
そ
ふ
り
ぬ
れ
」（
通
勝
集
・
寄
草
述
懐
・
902
）。
◯
蓬
生
…
蓬
が
生
茂
る
荒
れ
果
て
た
場
所
。「
い
か
で
か
は
た
づ
ね
き
つ
ら
ん
蓬
ふ
の
人
も
か
よ
は
ぬ
わ
が
や
ど
の
み
ち
」（
拾
遺
集
・
雑
賀
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
1203
）。
（ 　 ）
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【
付
合
】
前
句
で
表
し
た
、
よ
る
べ
な
い
わ
が
身
の
あ
り
さ
ま
を
、
付
句
で
諦
観
を
込
め
て
見
通
す
。
【
一
句
立
】
も
し
も
古
び
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
蓬
生
の
荒
れ
た
場
所
に
似
つ
か
わ
し
い
わ
が
身
な
の
だ
か
ら
。
【
現
代
語
訳
】
よ
る
べ
な
い
こ
の
わ
が
身
は
、
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
辛
く
は
な
く
て
。
も
し
も
老
い
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
蓬
生
の
荒
れ
た
場
所
に
似
つ
か
わ
し
い
わ
が
身
な
の
だ
か
ら
。
（
初
折
・
裏
・
十
一
）　
よ
し
古
り
ぬ
と
も
か
か
る
蓬
生
十
九　
う
つ
ろ
へ
ば
露
こ
そ
月
の
都
な
れ
【
校
異
】
う
つ
ろ
へ
は
…
③
う
つ
ろ
へ
り　
⑦
⑧
う
つ
ろ
は
ぬ
（
⑧
は
頭
注
「
月
の
都　
都
三
ツ
の
外
な
る
へ
し
月
宮
殿
の
事
也
□
都
に
外
な
る
也
」
あ
り
）　
⑪
う
つ
ろ
へはぬ
イは
（
傍
注
朱
）　
⑬
う
つ
ろろ
は
ぬ
へ
は　
⑭
移
へ
し　
都
…
⑤
⑥
勤
【
式
目
】
秋
（
露
・
月
）　
月
与
月
（
七
句
可
隔
物
）　
露
（
降
物
・
可
隔
三
句
物
）
※
第
三
句
（
冬
月
）、
第
十
一
句
（
夏
月
）、
第
十
九
句
（
月
）
と
式
目
を
守
り
つ
つ
月
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
【
語
釈
】
◯
う
つ
ろ
へ
ば
…
色
あ
せ
る
と
。
前
句
の
蓬
が
、
秋
も
深
ま
り
枯
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
秋
が
深
ま
れ
ば
、
気
温
も
下
が
り
、
露
は
日
一
日
と
葉
に
繁
く
置
く
よ
う
に
な
る
。「
う
つ
ろ
へ
ば
に
ほ
ひ
ま
さ
れ
る
秋
の
菊
花
に
日
数
を
を
し
み
て
や
み
む
」（
宗
祇
集
・
秋
・
五
十
首
歌
中
に
、
残
菊
匂
・
144
）。
○
露
…
尋
ね
る
人
も
い
な
い
荒
れ
た
蓬
生
の
宿
は
、
生
い
茂
る
雑
草
に
露
が
置
き
、
月
が
そ
の
様
子
を
照
ら
す
。「
す
み
な
れ
て
い
く
夜
の
月
か
や
ど
る
ら
む
さ
と
は
む
か
し
の
蓬
生
の
露
」（
新
後
撰
集
・
秋
下
・
遊
義
門
院
大
蔵
卿
・
380
）。「
蓬
生
の
露
の
み
ふ
か
き
古
郷
に
も
と
み
し
よ
り
も
月
ぞ
す
み
け
る
」（
新
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
弘
安
百
首
歌
に
・
前
大
納
言
為
兼
・
369
）。「
き
り
〳
〵
す
こ
ゑ
た
て
そ
む
る
夕
月
夜
／
ふ
け
な
は
い
か
に
よ
も
き
ふ
の
露
」（
葉
守
千
句
第
二
百
韻
・
肖
柏
／
宗
友
・
31
／
32
）。
◯
月
の
都
…
月
世
界
に
あ
る
と
い
う
都
、
ま
た
は
月
そ
の
も
の
。
こ
こ
は
荒
れ
た
蓬
生
に
置
く
露
に
、
月
が
美
し
く
映
る
さ
ま
を
言
う
。「
な
ら
へ
み
ん
秋
は
千
草
の
露
に
さ
く
花
の
洛
と
月
の
み
や
こ
と
」（
草
根
集
・
都
月
・
6541
・
宝
徳
二
年
八
月
二
十
五
日
詠
）。
「
嵐
時
雨
の
音
騒
ぐ
空
／
秋
暮
れ
ぬ
月
の
都
や
あ
れ
ぬ
ら
む
」（
新
撰
菟
玖
波
集
・
秋
下
・
1064
／
1065
・
印
孝
法
師
）。「
は
て
や
か
な
し
き
あ
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め
に
住
人
／
明
初
る
月
の
都
の
か
す
む
夜
に
」（
文
明
十
二
年
八
月
何
路
百
韻
「
月
を
風
」・
宗
作
／
宗
祇
・
42
／
43
）。「
旅
ね
し
つ
け
き
山
そ
お
き
う
き
／
か
へ
る
さ
を
月
の
宮
古
に
忘
は
や
」（
老
葉
・
旅
連
歌
・
733
／
734
）。
【
付
合
】「
蓬
生
」
に
「
露
」
を
付
け
た
。「
蓬
ト
ア
ラ
バ
、
よ
も
ぎ
ふ
と
も
い
ふ
。
…
…
露
を
は
ら
ふ
」（
連
珠
合
璧
集
）。
前
句
の
「
蓬
生
」
の
荒
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
、
付
句
で
「
都
」
を
使
う
こ
と
で
対
比
し
、
ま
た
露
の
美
を
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
。
【
一
句
立
】
草
枯
れ
の
秋
が
深
ま
っ
て
い
く
と
、
置
く
露
こ
そ
が
、
月
を
宿
し
、
ま
る
で
月
の
都
の
よ
う
に
実
に
美
し
く
輝
く
よ
う
に
な
る
の
だ
な
あ
。
【
現
代
語
訳
】
た
と
え
古
び
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
蓬
生
の
荒
れ
た
場
所
が
、
枯
れ
て
色
あ
せ
る
と
、
そ
こ
に
置
く
露
こ
そ
が
、
月
を
宿
し
、
い
わ
ば
美
し
い
月
の
都
の
風
情
と
な
る
の
だ
。
　
和
歌
の
引
用
は
、
日
本
文
学w
eb
図
書
館
内
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
が
、『
草
根
集
』
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
よ
り
、『
万
葉
集
』
は
西
本
願
寺
本
に
よ
る
。
【
訳
注
引
用
文
献
典
拠
一
覧
】
表
佐
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
四
』
所
収
大
東
急
記
念
文
庫
本
老
葉
（
毛
利
本
）
…
『
連
歌
大
観
一
』
愚
句
老
葉
…
『
連
歌
古
注
釈
集
』（
昭
和
五
四
・
角
川
書
店
）
所
収
版
本
文
安
月
千
句
…
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
二
』
所
収
静
嘉
堂
文
庫
本
梵
灯
庵
袖
下
集
…
『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
五
巻　
連
歌
俳
諧
資
料
』（
二
〇
〇
四
・
和
泉
書
院
）
桜
井
基
佐
句
集
…
古
典
文
庫
『
桜
井
基
佐
句
集
』
紹
巴
亡
父
追
善
千
句
…
日
文
研
DB
看
聞
日
記
紙
背
連
歌
類
…
『
図
書
寮
叢
刊　
看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』（
昭
和
四
〇
・
養
徳
社
）
（ 　 ）
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池
田
千
句
…
『
千
句
連
歌
集
七
』
所
収
静
嘉
堂
文
庫
本
三
島
千
句
…
『
千
句
連
歌
集
五
』
所
収
鶴
見
大
学
本
延
徳
三
年
十
月
十
五
日
何
木
百
韻
…
『
宗
祇
の
研
究
』（
昭
和
四
二
・
風
間
書
房
）
徒
然
草
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記　
徒
然
草
』（
一
九
八
九
・
岩
波
書
店
）
ひ
と
り
ご
と
…
『
連
歌
論
集
三
』（
昭
和
六
〇
・
三
弥
井
書
店
）
「
題
宣
州
開
元
寺
水
閣
」
…
『
新
釈
漢
文
大
系
詩
人
編
9　
杜
牧
』（
二
〇
二
〇
・
明
治
書
院
）
因
幡
千
句
…
『
千
句
連
歌
集
四
』
所
収
木
藤
才
蔵
氏
蔵
本
白
氏
文
集
…
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
三
』（
一
九
八
八
・
明
治
書
院
）
類
聚
名
物
考
…
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
古
事
類
苑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
八
雲
御
抄
…
『
八
雲
御
抄
の
研
究
枝
葉
部
言
語
部
』（
一
九
九
二
・
和
泉
書
院
）
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
…
片
桐
洋
一
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
三
』（
昭
和
五
六
・
赤
尾
照
文
堂
）
文
明
十
二
年
八
月
何
路
百
韻
「
月
を
風
」
…
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』（
昭
和
四
二
・
風
間
書
房
）
【
参
考
文
献
】
『
連
歌
大
観
一
』
内
『
下
草
』
解
説
※
本
稿
はJSPS
科
研
費JP
17K
02421
「
独
吟
百
韻
分
析
に
よ
る
宗
祇
連
歌
の
多
面
的
新
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
